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?
 

ク
夏
草
の
川
原

に
ク
 

車
に
積
ま
れ
ど
こ
か
で
 

高
い
、高
い
建
物
に
な
る
の
か
 

あ
る
い
は
広
々
と
し
た
道
に
な
る
の
か
 

あ
の
砂
に
は
 

満
ち
て
く
る
汐
の
よ
う
な
希
望
が
あ
る
 

川
原
の
月
見
草
が
風
に
ゆ
れ
 

空
に
は
雲
が
湧
い
て
い
る
 

む
せ
る
よ
う
な
草
い
き
れ
に
埋
れ
て
 

虹
の
日
の
し
あ
わ
せ
を
思
つ
て
い
る
 

か
た
す
み
の
小
さ
な
こ
と
が
ら
は
 

ひ
と
に
ぎ
り
の
砂
と
心
は
ず
ま
せ
な
が
ら
 

夏
雲
の
よ
う
に
ひ
ろ
が
つ
て
ゆ
く
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（昭和33年9月10日第3種郵便物認可） ①
 

保
険
課
で
は
、
国
民
年
金
の

昭
和
三
十
九
年
度
の
方
針
と
し

て
、
①
検
認
率
九
八
％
、
②
適

用
率
一
〇
〇
％
達
成
を
目
標
に

納
入
組
合
長
さ
ん
の
協
力
を
得

て
仕
事
を
す
す
め
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
よ
う
な

成
果
が
あ
が
つ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
ず
検
認
率
で
は
、
さ
る
五

月
末
現
在
で
一
二
六

・
五
％
に

達
し
、
昨
年
五
月
末
の
三
八
・

三
％
を
大
き
く
上
回
り
、
ま
た

適
用
率
で
も
、
 同
じ
五
月
末
現

在
で
九
二
・
三
％
に
達
し
、
昨

年
五
月
の
八
七
・
九
％
に
比
べ

る
と
、
こ
れ
も
上
回
り
ま
し
た

と
く
に
、
昭
和
三
十
九
年
度

で
は
、
部
落
、
町
内
単
位
に
重

点
を
お
い
て
、
部
落
、
町
内
対

象
者
の
全
員
加
入
に
力
を
注
ぐ

こ
と
に
し
て
、
さ
る
六
月
】
日

か
ら
と
り
か
か
り
ま
し
た
が
、
 

六
月
三
十
日
ま
で
に
、
す
ば
ら

し
い
知
ら
せ
が
、
各
納
入
組
合

長
さ
ん
か
ら
あ
が
つ
て
き
て
お

り
ま
す
。
 

小
曲
部
落
で
は
、
対
象
者
三

四
〇
人
の
う
ち
未
加
入
者
二
四

人
、
中
泉
部
落
で
は
、
対
象
者

二
二
五
人
の
う
ち
未
加
入
者
一

六
人
と
い
う
状
況
で
し
た
が
、
 
 

小
曲
部
落
で
は
、
佐
藤
定
広
、
 

成
田
徳
一
、
敦
賀
光
雄
の
三
組

合
長
さ
ん
、
中
泉
部
落
で
は
佐

々
木
善
吉
、
神
喜
佐
太
郎
、
工

藤
松
四
郎
、
工
藤
蔵
雄
の
四
組

合
長
さ
ん
た
ち
が
、
多
忙
な
中

を
熱
心
に

一
人
ず
つ
話
し
合
い

を
し
て
い
つ
た
結
果
、
み
ご
と

に
、
そ
の
全
員
を
加
入
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
て
、
部
落
全
員

が
加
入
と
い
う
全
国
で
も
珍
ら

し
い
、
当
市
で
は
最
初
の
輝
か

し
い
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
飯
詰
の
下
岩
崎
部
落

で
は
、
 一
五
人
の
未
加
入
者
に

対
し
て
・
田
辺
甚
之
助
組
合
長

さ
ん
が
、
旧
市
内
の
敷
島
町
で

は
三
十
八
人
の
未
加
入
者
に
対

し
て
、
成
田
長
助
町
内
会
長
さ

ん
、
対
馬
て
る
納
入
組
合
長
さ

ん
、
中
村
タ
キ
、
斎
藤
鶴
、
田

中
千
恵
子
の
納
入
組
合
班
長
さ

ん
た
ち
が
、
六
月
末
に
全
員
加

入
運
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が

訪
問
の
と
き
留
守
だ
つ
た
数
人

を
の
こ
し
た
ほ
か
は
加
入
の
承

諾
を
得
、
小
曲
、
中
泉
に
続
く

も
の
と
し
て
、
大
き
な
期
待
を

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ッ
ュ
か

ら
夏
に
か

け
て
、
赤

痢
、
 コ
レ

ラ
、
腸
チ

フ
ス
な
ど

の
消
化
器

系
の
伝
染

病
や
、
食

中
毒
が
多

く
発
生
し
 

ま
す
。
 

県
内
で
、
す
で
に
赤
痢
の
集

団
発
生
な
ど
が
あ
り
、
県
衛
生

部
で
は
、
充
分
注
意
す
る
よ
う

の
ぞ
ん
で
お
り
ま
す
。
 

環

境
を

き
れ

い
に
 

伝
染
病
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
食
事
の
前

用
便
後
、
外
か
ら
帰
つ
た
と
き

手
を
洗
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

ま
た
、
伝
染
病
の
病
原
菌
を
運

ぶ
、
 ハ
 
エ
、
 
コ
プ
リ
キ
、
 ネ
ズ

こ、
、
日
本
脳
炎
の
媒
介
を
す
る

カ
の
駆
除
を
お
こ
な
い
ま
し
よ

う
。

ハ
ェ
な
ど
の
発
生
し
や
す

い
便
所
、
下
水
、
ゴ
ミ
箱
は
、
 

い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
 
 

し
よ
う
。
 

暴
飲
暴
食
は
 

か
ら

だ

に
害
 

暴
飲
暴
食
は
さ
け
、
ビ
タ
ミ

ソ
類
の
多
い
新
鮮
な
野
菜
を
と

り
、
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
よ
う

に
し
、
充
分
な
栄
養
と
睡
眠
を

と
つ
て
、
か
ら
だ
に
病
気
に
対

す
る
抵
抗
力
を
つ
け
、
暑
い
か

ら
と
い
つ
て
、
な
ま
水
、

7
イ

ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
と
り
す
ぎ

か
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
ま

た
、
寝
冷
え
に
も
注
意
し
ま
し

よ
う
。
 

か
ら
だ
の
具
合
が
悪
い
と
き

は
、
す
ぐ
医
師
の
診
断
を
5
け

ま
し
よ
う
。
 

民
謡
講
習
会
 

最
近
、
歌
謡
曲
、
ジ
ヤ
ズ
等

に
お
さ
れ
、
郷
土
の
美
し
い
民

謡
が
忘
れ
が
ち
で
す
。
市
観
光

協
会
、
中
央
公
民
館
で
は
郷
土

民
謡
の
育
成
保
存
の
一
端
と
し

て
、
第
一
回
民
謡
講
習
会
を
つ

ぎ
の
と
お
り
開
き
ま
す
か
ら
、
 

市
民
の
参
加
を
の
ぞ
ん
で
お
り

ま
す
。
 

と
き
…
七
月
九
日
ー

t
日
午

後
一
時
か
ら
 

と
こ
ろ

…
五
所
川
原
市
中
央

公
民
館
 

講
師
…
若
宮
五
郎
そ
の
他

講
習
課
目
…
津
軽
民
謡
、
手

踊
、
 

ダ
 

全
員
加

入
を
実
現
 

小
曲
・

中
泉

地
区
国
民
年
金
 



当
市
は
、
六
月
三
十
日
、
 

一
日
消
防
長
に
成
田
篤
弥
氏

を
任
命
し
た
。
膚
笛

氏
は
、
 

当
市
の
初
代
消
防
団
長
を
つ

と
め
た
方
で
、
現
在
、
病
床

に
つ
い
て
い
る
の
で
こ
の
日

午
前
十
一
時
三
十
分
成
田
不

二
雄
氏
が
父
の
写
真
を
胸
に

一
日
消
防
長
と
し
て
、
署
員
 

の
服
装
点
検
、
訓
示
を
お
こ
な

つ
た
後
市
内
を
防
火
パ
レ
ー
ド

つ
い
で
、
五
所
川
原
中
学
校
校

庭
で
さ
る
三
月
購
入
し
た
水
槽

付
放
水
塔
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

に
花
束
を
贈
り
、
 
「竜

一
号
」
 

と
命
名
、
同
車
に
よ
る
救
助
訓

練
、
放
水
演
習
を
披
露
し
た
。
 

ま
た
午
後
一
時
か
ら
市
民
文
化
 

会
館
で
日
本
損
害
保
証
協
会

の
後
援
の
も
と
に
「
都
市
防

火
と
五
所
川
原
市
の
防
火
診

断
」
と
題
し
て
東
北
大
学
教

援
工
学
博
士
、
藤
田
金
一
郎

氏
の
講
演
が
あ
つ
た
。
 

（
写真
…
上
か
ら
署
員

の
敬
礼
を
う
け
る
一
日
消

防
長
、
放
水
塔
車
に
命
名

す
る
一
日
消
防
長
、
威
力

を
ほ
こ
る
龍
一
号
）
 

日

消

防
長
に

成

田
氏
 

放
水
塔
車

に
龍

一
号
と
命

名
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昭和 39 年 7 月 5 日 

（農業改良普及所） 

0りんご・・・早ばつに備えて草生の刈取りや敷わらを

行う 0 

このところ豊作つづきで樹勢が著しく落ちている園

地が各地に見られる0 粗皮病やもんば病もこのところ

多くなる一方であるが、これには夏場の乾燥が大きな

作用をしている0 土にしめりを与えることが大切です

①徒長枝の切り取りをまだしていないときは大急ぎ

で行ない、ダニや班落病の出方を少くする。 

②若木はねずみの害を防ぐため、根際の敷わらは取

り除き、秋頃まで5~6回ぐらい中耕する。 

〇稲作・・・水のかけひきと病害虫防除の徹底 

①水のかけひき・‘・幼穂形成期に入り、稲の極めて重

要な生埋作用を営むときです。とくに穂ばらみ期にお

ける可、のかけひきによつて、不稔現象を起したり、さ

び米奇型米を生じたりするときですから、天候に注意

して平均気温20度以下の場合は努めて深水（1 0-20cm 

）にして、幼穂の保護につとめる0 

②追肥・・・穂肥の時期に入りますが，適期を失しなわ

ないように注意し、著しく生育がおくれている場合は

追肥を中止するか、量を減らす。 

③葉いもち病防除’・この時期から、そろそろ発生が

みられ、発生予報より多目が予想されますので早期発

見と早期防除に努める0 

④ニカメイ虫防除・・・初発は昨年とほぼ変わりません

が発生予報から見ると7 月中旬以降、発蛾が急激に増

加する傾向にあり、従つて7 月下旬なかば頃から被害

茎が多く見受けられる。発生には充分注意し、家岸等

とくに発生の多いところは部分撤布を行ない、一般防

除にあつては出穂10日前と出穂期の2 回撤布する。 

テ
レ

ビ
、
ラ
ジ

オ
を
楽
し

く
 

受
信
し

て
載
く
た
め
に
 

テ
レ
ビ
、
 ラ
ジ
オ
に
雑
音
が

入
つ
た
ら
、
N
H
K
、
東
北
電

力
、
テ
レ
ビ
店
に
依
頼
さ
れ
る

前
に
、
あ
な
た
ご
自
身
で
、
そ

の
雑
音
は
外
部
の
原
因
に
よ
る

も
の
か
、
受
信
機
の
故
障
、
ま
 
 

た
は
調
整
不
良
に
よ
る
も
の
か

を
確
め
て
く
だ
さ
い
。
 

簡
単
な
そ
の
見
分
け
方
は
・
・
・

お
宅
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
雑

音
が
入
つ
て
い
る
と
き
に
、
隣

近
所
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
も
 
 

同
じ
よ
う
な
雑
音
が
入
つ
て
い

ま
す
と
、
そ
の
雑
音
は
外
部
に

よ
る
原
因
で
す
。
 

こ
の
場
合
は
、
す
み
や
か
に
 

N
H
K
、
東
北
電
力
、
テ
レ
ビ

店
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
係
員

が
お
伺
い
し
、
雑
音
防
止
器
を

取
り
付
け
、
雑
音
を
防
止
し
、
 

楽
し
く
受
信
し
て
載
け
る
よ
う

に
つ
と
め
ま
す
。
 

商
店
の

み
な
 

さ

ま
お

へ
願
い
 

七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
の

卸
売
お
よ
ひ
小
売
業
の
商
店
に

つ
い
て
商
業
統
計
調
査
を
お
こ

な
い
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
商
店

の
分
布
状
況
、
商
業
活
動
の
実

態
を
あ
き
ら
か
に
し
て
、
行
政

を
進
め
て
行
く
に
必
要
な
資
料

と
し
て
、
各
業
界
の
業
務
の
参

考
資
料
と
し
て
広
く
利
用
す
る

も
の
で
す
。
 

す
で
に
調
査
が
は
じ
め
て
お

り
ま
す
が
、
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
し
た
ら
調
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
く
だ
さ
い
ま
し
て
調
査
に

ど
協
力
願
い
ま
す
。
 

市
民
文
化
一
 

会
館
へ
の

忘
物

男
子
用
コ
ー
モ
リ
傘
一
、
婦

人
用
衿
巻
一
、
婦
人
用
白
手
袋

一
、
ビ
ニ
ー
ル
ふ
ろ
し
き
】
、
 

会
館
事
務
室
で
あ
づ
か
つ
て
お

り
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

花
火

遊
び

は
 

注
意
し

て
 

夏
の
夜
．
私
た
ち
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
花
火
は
、
ち
よ
つ

と
間
違
え
は
火
事
を
起
し
た
り

け
が
を
し
た
り
し
ま
す
．
家
庭

で
花
火
を
楽
し
む
と
き
は
、
 お

と
な
が
付
き
添
え
、
周
囲
に
燃

え
や
す
い
も
の
が
あ
る
と
こ
ろ

で
は
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

柳
 

助
辰
 

(7月11日～20日） 
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